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久慈城跡のボランティア活動は大川目
中学校の生徒会が主体となって続けてい
ます。生徒会長の関上美桜さんは、「１
年の時は先輩の指示に従うだけだったが、
３年生になった今は、地域に貢献したい
という気持ちが強くなった」と地域への
思いを語りました。執行委員の二又陽来
さんは「久慈城跡は、人の手が加わって
いない自然の中にあるので、歴史を感じ
られるが、坂を上ったり、大きい木の枝
を運んだりとても大変」。同じく小倉龍
伸さんは「腐敗した木は土から抜いて片
付けなければならない」など活動の大変
さを話します。しかし、「清掃後は景色
が違って見えるので、やりがいを感じて
いる」と口をそろえ、県指定を受けて活
動への決意を新たにしました。

も
う
一
つ
の
戦
国
絵
巻

〜
光
信
公
と
津
軽
藩
〜

久
慈
に
伝
わ
る
も
う
一
つ
の

戦
国
時
代
の
歴
史
と
、
そ
の
流

れ
が
現
代
に
つ
な
が
っ
て
い
る

と
い
う
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

戦
国
時
代
の
初
め
頃
、
久
慈

に
光み

つ
の
ぶ
こ
う

信
公
と
い
う
武
将
が
い
ま

し
た
。
祖
父
・
家
光
は
金か

ね
ざ
わ澤

城じ
ょ
う（
現
・
秋
田
県
横
手
市
）
の

城
主
で
し
た
が
戦
に
敗
れ
討
死
、

そ
の
子
家
信
は
本
領
で
あ
る

「
下し

も

ノ
久
慈
」
に
逃
れ
ま
し
た
。

　

家
信
の
子
、
光
信
公
は
延え

ん
と
く徳

３
年（

１
４
９
１）

、
久
慈
か

ら
軍
勢
を
率
い
て
津
軽
地
方
の

種た
ね
さ
と
じ
ょ
う

里
城
（
現
・
鰺
ケ
沢
町
）
に

居
城
し
、
さ
ら
に
大お

お
う
ら
じ
ょ
う

浦
城
を
築

い
て
勢
力
を
拡
大
し
、
大
浦
氏

を
名
乗
り
、
後
の
津
軽
藩
の
基

礎
を
築
き
ま
す
。
そ
の
大
浦
氏

の
５
代
目
の
当
主
が
、
久
慈
の

出
身
で
あ
り
後
に
初
代
津
軽
藩

主
と
な
る
津つ

が
る軽
為た

め
の
ぶ
こ
う

信
公
で
す
。

　

こ
う
し
た
史
実
を
き
っ
か
け

に
、
今
、
歴
史
の
縁
で
結
ば
れ

た
各
地
域
と
の
交
流
の
輪
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

大
川
目
中
学
校
は
、
全
校
生

徒
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
実
施
。
城
跡
の
草
刈
り
や
清

掃
、
落
ち
葉
・
枯
れ
木
の
撤
去

作
業
と
い
っ
た
史
跡
の
環
境
整

備
を
平
成
29
年
か
ら
継
続
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。
清
掃
活
動
前

に
は
久
慈
城
跡
の
歴
史
を
学
び
、

地
域
の
誇
り
で
あ
る
城
跡
を
守

り
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
に
は
、
久
慈

城
跡
保
存
協
議
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
同
協
議
会
で
は
史
跡

の
保
存
は
も
と
よ
り
「
御ご

じ
ょ
う城
印い

ん

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
運
営
を
通

じ
て
地
域
と
連
携
し
、
久
慈
城

跡
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
お
う
と
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

会
長
の
小
倉
利
之
さ
ん
は

「
今
回
の
県
指
定
は
ゴ
ー
ル
で

は
な
く
、
城
跡
の
整
備
を
さ
ら

に
進
め
、
観
光
交
流
の
拠
点
に

し
て
い
く
た
め
の
本
格
的
な
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て
い
る
」
と

今
後
の
展
開
に
期
待
を
寄
せ
、

表
情
を
引
き
締
め
ま
し
た
。

久慈城の御城印は
道の駅「やませ土
風館」で販売中。
１部 300円で、収
益は久慈城跡の保
存活動などにあて
られます

久
慈
城
の
構
造

　

久
慈
城
跡
は
久
慈
川
の
支
流

で
あ
る
切き

り
が
ね
が
わ

金
川
と
、
人
工
的
な

堀ほ
り
か
わ川
に
囲
ま
れ
、
独
立
し
た
丘

陵
に
立
地
し
て
い
ま
す
。

　

標
高
約
80
㍍
、
平
地
と
の
比

高
差
は
約
40
㍍
で
城
跡
に
登
る

と
久
慈
川
沿
い
に
開
け
た
平
野

を
一
望
で
き
る
守
り
に
有
利
な

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主し
ゅ
か
く郭
と
呼
ば
れ
る
最
も
高
い

平
場
か
ら
東
方
向
に
Ⅱに

の

か

く

ノ
郭
、

Ⅲさ
ん
の
か
く

ノ
郭
な
ど
５
段
の
平
場
が
連

続
し
て
築
か
れ
て
お
り
、
中
世

の
連れ

ん
か
く
し
き

郭
式
の
山
城
の
特
徴
を
備

え
て
い
ま
す
。

各か
く

郭く
る
わ

の
ほ
か
、
堀
切
や
馬ば

ば場

跡あ
と

、
井
戸
跡
な
ど
、
現
在
も
そ

の
ま
ま
の
状
態
で
良
好
に
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３
年
に
市
教
育
委
員
会

が
主
郭
の
発
掘
調
査
を
行
い
、

建
物
跡
の
柱
穴
を
発
見
。
建
物

の
存
在
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。活

発
な
保
護
活
動

久
慈
城
跡
は
、
城
の
構
造
を

極
め
て
良
好
に
残
し
て
い
る
こ

と
、
歴
史
的
背
景
が
明
ら
か
で

あ
る
こ
と
、
地
域
住
民
に
よ
る

保
護
活
動
が
文
化
財
保
護
の
規

範
的
な
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
、

こ
れ
ら
が
高
く
評
価
さ
れ
県
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

も
南
部
氏
の
一
族
で
し
た
。

　

岩
手
・
青
森
・
秋
田
の
３
県

に
は
南
部
氏
ゆ
か
り
の
城
跡
が

数
多
く
あ
り
、
う
ち
13
の
城

館
・
城
郭
が
連
携
し
「
南
部
御

城
印
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
城
名
の
揮き

ご
う毫
や

城
主
の
家
紋
な
ど
を
あ
し
ら
っ

た
「
御
城
印
」
を
求
め
て
多
く

の
歴
史
フ
ァ
ン
が
城
跡
を
訪
れ
、

観
光
と
歴
史
の
Ｐ
Ｒ
に
成
果
を

あ
げ
て
い
ま
す
。

歴
史
が
結
ぶ
縁

久
慈
市
と
鰺
ケ
沢
町
の
間
で

は
、
以
前
よ
り
中
学
生
の
交
流

事
業
な
ど
の
地
域
間
交
流
が
行

わ
れ
て
お
り
、
平
成
30
年
10
月

３
日
に
は
、
歴
史
文
化
、
災
害

時
支
援
、
観
光
、
産
業
な
ど
幅

広
い
分
野
で
連
携
協
力
す
る

「
歴
史
文
化
で
結
ぶ
友
好
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

令
和
２
年
10
月
７
日
に
は
、
光

信
公
と
津
軽
藩
に
ゆ
か
り
の
４

市
町
（
秋
田
県
横
手
市
、
青
森

県
鰺
ケ
沢
町
、
弘
前
市
、
黒
石

市
）
と
「
歴
史
文
化
で
結
ぶ
交

流
宣
言
」
を
行
い
ま
し
た
。
歴

史
の
つ
な
が
り
に
よ
り
、観
光
・

文
化
・
防
災
な
ど
の
分
野
で
連

携
が
活
発
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

久慈城の平面図。城跡の保存状態は良好で、中世の山城の構造を今に伝える

南
部
氏
の
お
城
を
訪
ね
て

久慈城跡保存協議会の小倉会長

久慈城跡の清掃へ「いざ、出陣」

久慈城跡の入り口

北
東
北
で
広
く
勢
力
を
誇
っ

た
南
部
氏
。
光
信
公
、
久
慈
氏

久慈城跡は大川目の慈光寺近くにあり、自由に見学できます

久
慈
城
跡
の
見
学
会
を

　
　
　
　

開
催
し
ま
す

大川目中学校による保護活動

小
おぐら
倉龍
りゅうしん
伸さん、角

かくち
地元
もとき
希さん、二

ふたまた
又陽
はるき
来さん、宮

みやざわ
澤直
ただとし
稔さん

関
せきがみ
上美

み お
桜さん、大

おおさわ
沢うた さん、野

のざき
﨑瑠
るい
さん（左上から）

▼
日
時
…
７
月
２
日
13
時
30
分

〜
16
時

▼
会
場
…
ア
ン
バ
ー
ホ
ー
ル

　

※
講
座
の
後
バ
ス
で
城
跡
に

　
　

移
動

▼
定
員
…
20
人
（
先
着
）

▼
参
加
料
…
無
料

▼
申
込
期
間
…
６
月
７
日
㈫
〜

　

６
月
23
日
㈭

問
文
化
課
…
☎
52
ー
２
７
０
０

５市町長による交流宣言


